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  （百万円未満切捨て）

１．平成31年１月期第３四半期の連結業績（平成30年２月１日～平成30年10月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年１月期第３四半期 4,128 △10.6 △83 － △96 － △118 － 

30年１月期第３四半期 4,617 △11.0 25 126.8 18 － △8 － 
 
（注）包括利益 31年１月期第３四半期 △132 百万円 （－％）   30年１月期第３四半期 △3 百万円 （－％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

31年１月期第３四半期 △63.51 － 

30年１月期第３四半期 △4.78 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

31年１月期第３四半期 5,064 1,378 27.2 740.00 

30年１月期 4,632 1,511 32.6 811.25 
 
（参考）自己資本 31年１月期第３四半期 1,378 百万円   30年１月期 1,511 百万円 
 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

30年１月期 － 0.00 － 0.00 0.00 

31年１月期 － 0.00 －     

31年１月期（予想）       － － 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

当社は定款において期末日を配当基準日と定めておりますが、現時点では当該基準日における配当予想額は未定としております。 
 

３．平成31年１月期の連結業績予想（平成30年２月１日～平成31年１月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 5,628 △4.6 49 11.3 34 47.3 23 － 12.40 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    
 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有    

（注）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年１月期３Ｑ 1,920,000 株 30年１月期 1,920,000 株 

②  期末自己株式数 31年１月期３Ｑ 56,802 株 30年１月期 56,800 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年１月期３Ｑ 1,863,199 株 30年１月期３Ｑ 1,863,200 株 

 
 
 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

業績予想につきましては、本資料の発表日現在において当社が入手可能な情報に基づき作成しておりますが、その達成を当社として約束す

る趣旨のものではなく、実際の業績は今後の事業環境、経済状況の変化等さまざまな要因により予想数値と異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における婦人靴業界におきましては、消費者の低価格志向が引き続き強く、個人消費

は伸び悩んでおり、依然として厳しい経営環境となっております。 

こうした環境のもと、当社は、従来の方針を維持し、デザイン性、機能性を追求した高付加価値商材の積極的な

投入、適正価格の維持に努めたものの、非常に苦戦を強いられました。 

当第３四半期連結累計期間につきましては、売上高4,128百万円(前年同期比10.6％減)、営業損失83百万円(前年

同期は営業利益25百万円)、経常損失96百万円（前年同期は経常利益18百万円）、親会社株主に帰属する四半期純

損失118百万円(前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失８百万円)となりました。 

当第３四半期連結累計期間におけるセグメントの業績は以下のとおりであります。なお、セグメントの業績につ

いては、セグメント間の内部売上高又は振替高を含めて記載しております。 

なお、第１四半期連結会計期間より、会社組織の変更に伴い、これまで小売事業に含まれていた一部の取引先

を、ＥＣ事業に移管しました。これに伴い前第３四半期連結累計期間のセグメント情報を会社組織変更後の報告セ

グメントの区分に基づき作成しております。 

（卸売事業） 

卸売事業におきましては、専門店及びアパレル向け販売が前年を大きく下回ったことなどから、売上高は1,289

百万円(前年同期比20.9％減)、営業利益は224百万円(同28.3％減)となりました。 

（小売事業） 

小売事業におきましては、JELLY BEANSマルイシティ横浜店、神戸マルイ店、大宮マルイ店、有楽町マルイ店、

新宿マルイ本館店をオープンし、天王寺ＭＩＯ店をリニューアルした一方、あみプレミアム・アウトレット店を閉

店いたしました。これにより10月31日現在における直営店舗数は40店舗となりました。売上高につきましては、直

営既存店で前年同期比8.1％減となりました。 

これらの結果、小売事業における売上高は2,375百万円(前年同期比7.7％減)、営業利益は141百万円(同38.7％

減)となりました。 

（EC事業） 

EC事業におきましては、自社WEB販売及び通販向け販売ともに好調に推移し、売上高は464百万円（前年同期比

12.2％増）、営業利益は95百万円(同20.1％増)となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、2,110百万円（前連結会計年度末は1,634百万円）とな

り、476百万円増加しました。主な理由は、商品在庫の増加（394百万円から718百万円へ324百万円増）、売上債権

の増加（625百万円から797百万円へ171百万円増）及び現金及び預金の減少（613百万円から577百万円へ36百万円

減）であります。

また、固定資産の残高は、2,953百万円（前連結会計年度末は2,997百万円）となり、44百万円減少しました。主

な理由は、固定資産の取得による増加（64百万円増）、減価償却による減少（105百万円減）、減損損失（15百万

円減）及び差入保証金の増加（22百万円増）であります。

（負債） 

当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、1,911百万円（前連結会計年度末は1,435百万円）とな

り、476百万円増加しました。主な理由は、支払手形及び買掛金の増加（83百万円から293百万円へ209百万円

増）、電子記録債務の増加（277百万円から485百万円へ207百万円増）及び１年内返済予定の長期借入金の増加

（804百万円から860百万円へ55百万円増）であります。

また、固定負債の残高は、1,773百万円（前連結会計年度末は1,685百万円）となり、88百万円増加しました。主

な理由は、運転資金の調達による長期借入金の増加（1,484百万円から1,594百万円へ109百万円増）及びリース債

務の減少（53百万円から41百万円へ11百万円減）であります。

（純資産） 

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、1,378百万円（前連結会計年度末は1,511百万円）とな

り、132百万円減少しました。主な理由は、親会社株主に帰属する四半期純損失118百万円の計上による減少であり

ます。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

通期業績予想につきましては、平成30年９月４日付公表の「平成31年1月期第２四半期連結業績予想数値と実績

値との差異並びに平成31年１月期通期業績予想の修正に関するお知らせ」に記載の数値より変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年１月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成30年10月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 613,322 577,298 

受取手形及び売掛金 625,963 797,562 

商品及び製品 394,225 718,323 

その他 6,077 23,780 

貸倒引当金 △5,100 △6,100 

流動資産合計 1,634,489 2,110,864 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,230,479 1,210,321 

土地 1,318,776 1,318,776 

その他（純額） 50,372 58,884 

有形固定資産合計 2,599,628 2,587,982 

無形固定資産 96,048 59,476 

投資その他の資産 302,239 305,918 

固定資産合計 2,997,916 2,953,378 

資産合計 4,632,405 5,064,242 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 83,612 293,175 

電子記録債務 277,522 485,496 

1年内返済予定の長期借入金 804,644 860,474 

未払法人税等 15,413 12,424 

賞与引当金 － 37,605 

返品調整引当金 3,500 3,500 

その他 250,870 219,027 

流動負債合計 1,435,563 1,911,702 

固定負債    

長期借入金 1,484,494 1,594,000 

退職給付に係る負債 125,843 119,585 

その他 74,981 60,170 

固定負債合計 1,685,319 1,773,756 

負債合計 3,120,882 3,685,459 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年１月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成30年10月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 308,100 308,100 

資本剰余金 230,600 230,600 

利益剰余金 991,356 873,013 

自己株式 △71,056 △71,057 

株主資本合計 1,458,999 1,340,656 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 25,871 16,236 

為替換算調整勘定 26,651 21,890 

その他の包括利益累計額合計 52,523 38,126 

純資産合計 1,511,522 1,378,783 

負債純資産合計 4,632,405 5,064,242 

 

- 4 -

(株)アマガサ（3070）　平成31年1月期　第３四半期決算短信



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年２月１日 

 至 平成29年10月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年２月１日 
 至 平成30年10月31日) 

売上高 4,617,737 4,128,768 

売上原価 2,637,349 2,270,180 

売上総利益 1,980,387 1,858,588 

販売費及び一般管理費 1,955,185 1,941,943 

営業利益又は営業損失（△） 25,202 △83,355 

営業外収益    

受取利息 803 771 

受取配当金 1,125 1,161 

貸倒引当金戻入額 8,400 － 

受取補償金 － 1,952 

その他 5,510 2,525 

営業外収益合計 15,839 6,410 

営業外費用    

支払利息 14,852 15,790 

その他 8,014 3,602 

営業外費用合計 22,866 19,392 

経常利益又は経常損失（△） 18,175 △96,337 

特別利益    

固定資産売却益 7,710 － 

特別利益合計 7,710 － 

特別損失    

固定資産除却損 8,259 － 

減損損失 21,420 15,042 

特別損失合計 29,679 15,042 

税金等調整前四半期純損失（△） △3,793 △111,380 

法人税等 5,128 6,962 

四半期純損失（△） △8,922 △118,342 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △8,922 △118,342 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年２月１日 

 至 平成29年10月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年２月１日 
 至 平成30年10月31日) 

四半期純損失（△） △8,922 △118,342 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 4,956 △9,635 

為替換算調整勘定 957 △4,761 

その他の包括利益合計 5,914 △14,396 

四半期包括利益 △3,008 △132,738 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △3,008 △132,738 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。また、見

積実効税率を使用できない場合は、税引前四半期純損益に一時差異に該当しない重要な差異を加減した上で、法定

実効税率を乗じて計算しております。
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